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 第１章 戦略策定の趣旨 

1.1  策定の背景 

少子高齢化による人口減少に伴い、水道事業においては今後、給水量の減少・料金収入の減少が予想

され、将来的に施設等を更新するための財源を確保することが困難となり、経営状況はますます厳しいものと

なることが見込まれることから、一層の経営の効率化等により水道事業の基盤を確固たるものとしていくことが

求められる時代になっています。 

こうした中、令和元年 10 月１日に施行された改正水道法では、人口減少に伴う水の需要の減少、水道

施設の老朽化、深刻化する人材不足等の水道事業が直面する課題に対応し、水道の基盤の強化を図るた

め、広域連携の推進等が打ち出されました。 

平成 22 年に策定した「千曲市営水道ビジョン」(以下水道ビジョンという)では、安全かつ安定した給水に

努め、健全な事業経営の確立を図るための水道事業計画を策定することを目的として、千曲市の目指す将

来像について、「安心」・「安定」・「持続」・「環境」の視点に留意して、あるべき姿の将来像を設定し、そのため

の目標を掲げ、目標達成のための具体的な実現方策を設定して取り組んできました。その後、平成 28 年度

に水道ビジョンの中間評価として前回経営戦略を策定し、水道ビジョンで掲げた目標に関しての達成状況の

中間評価を行い、これまでの取り組み状況を振り返るとともに、今後の取り組みについても見直しを行いました。 

施設整備の視点からは、平成 29 年度に現状の施設及び管路の全体的な資産の見直しを行い、それを

踏まえ令和３年３月に「千曲市公共施設個別施設計画(水道施設編)」(以下「個別施設計画」という。)

を策定しました。これは、令和３年度～令和 12 年度までの 10 年間における個別施設ごとの維持管理・更

新等の対策の内容や実施時期などを計画したものです。 

このような状況の下、水道事業環境の変化に適切に対応し将来にわたって安定的に事業を継続していくた

めに、中長期的な視点から経営の健全化と経営基盤の強化を図るため「千曲市水道事業経営戦略」を策

定いたします。 

 

 

1.2  計画期間 

本戦略の計画期間は 2023(令和５)年度から 2032(令和 14)年度までの 10 年間とします。 

 

 

1.3  位置付け 

本戦略は、水道ビジョンおよびその中間評価を行った前回経営戦略、個別施設計画との整合を図りながら

策定します。 
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 第２章 事業の概要 

本市における給水は､①千曲市水道事業(平成 29 年３月に市営水道事業及び市営簡易水道事業を

統合)､②長野県営水道(長野県企業局)､③千曲高原簡易水道(民営事業者)によって行われており､千

曲市水道事業は給水人口比で 12.5%となっています｡ 

 

表１ 千曲市内の水道事業と給水区域(令和 4年 3月 31 日時点) 

水道事業名 事業主体 給水区域 給水人口比 

① 千曲市水道 千曲市 
大字八幡､大字桑原､ 

大字稲荷山の一部 
12.5% 

② 長野県営水道 長野県企業局 上記以外の市内全域 87.5% 

(③千曲高原簡易水道の給水人口は 0人のため省略) 

 

図１ 千曲市内の水道事業 

 

表２ 千曲市水道事業の給水状況(令和 4年 3月 31 日時点) 

給 水 状 況   

供用開始年月日 昭和 30年 4 月 1日 計画給水人口 7,064 人 

地方公営企業法の 

適用 

全部適用 

(昭和 43 年 4月 1日) 

現在給水人口 6,685 人 

有収水量密度 0.79 千㎥／ha 
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2.1  施設整備の推移と現況 

2.1.1 施設整備 

昭和 30 年度より水道施設の整備が開始され､現在では 11 箇所の水源と長野県営水道からの受水によ

り賄っています｡また５箇所の浄水場､16 箇所の配水池が稼働しています｡各施設は､昭和 40 年代中頃､

昭和 63 年～平成５年頃､平成 17 年～平成 26 年頃の 3 期間に集中的に整備され､令和元年度まで

に取水施設に 3,700 万円､浄水施設に３億 1,700 万円､送水施設に 4,700 万円､導水施設に 3,600

万円､配水施設に４億 5,900 万円､総額８億 9,800 万円(取得価額ﾍﾞｰｽ)の投資を行ってきました｡  

 

 

 

(1)  取水施設 

千曲市水道事業の水道水は､11箇所の水源と長野県営水道からの受水により賄っています｡なお樺平水

系においては、平成 29 年の事業統合により当初５箇所使用していた水源を 1 箇所とし、残り 4 箇所を予

備水源としています。 

 

(2)  浄水場･配水池 

給水区域内に複雑な地形を有する山間部が多いためたくさんの施設が存在しています。多くの施設は創設

期からのものであり､老朽化が進行しているとともに､耐震性能が乏しい施設が多数存在しています。また､配

水池の構造についても､鉄筋コンクリート造のものがほとんどであり､躯体の老朽化が進行しています｡今後も継

続して施設を使用するためには、浄水場・配水池ともに耐震診断を実施し耐震補強を行うなどの耐震性を確

保するとともに、施設更新に計画的に取り組むことが求められます。 
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取得金額(千円）

図２ 施設整備の推移 

取水施設

39,761 

5%

浄水施設

316,607 

35%

送水施設

46,747 

5%

導水施設

35,970 

4%

配水施設

458,642 

51%

合計 897,728 千円
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表３ 水系別の主要な施設 

水系 水源 浄水方法 主な施設 

大池水系 大池嘉歴水源 塩素滅菌 大池配水池､代調整槽 

中原水系 

大舟沢水源 

中沢川水源 
緩速ろ過+塩素滅菌 

八幡浄水場､中原配水池､ 

八幡下配水池､工業団地配水池 

県水受水 (浄水受水) (稲荷山配水池) 

姨捨水系 山の神水源 塩素滅菌 姨捨配水池､八幡上配水池 

郡水系 郡頭無水源 塩素滅菌 郡配水池 

本郷水系 
小屋場沢水源 

塒日影水源 
緩速ろ過+塩素滅菌 本郷沈殿池､本郷浄水場 

佐野小坂水系 濁沢水源 緩速ろ過+塩素滅菌 
佐野小坂浄水場､佐野配水池､ 

小坂配水池 

大田原水系 大滑沢水源 緩速ろ過+塩素滅菌 大田原浄水場､大田原配水池 

樺平水系 樺平第 3水源 塩素滅菌 樺平低区配水池､樺平高区配水池 

代水系(姨捨 SA) 代水源 急速ろ過+塩素滅菌 代浄水場､長尾根中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場 

 

2.1.2 管路 

昭和 42 年度から管路の整備が開始され､現在その総延長は約 95Km となります｡管路施設は､昭和 56

年～平成 5 年頃､平成 17 年～平成 26 年頃の 2 期間に集中的に整備され､これまで主要管路となる導

水管に 2 億 7,200 万円、送水管に 4 億 400 万円､主要配水管(※)に 10 億 9,600 万円､その他の配

水管に 15 億円､総額 32 億 7,200 万円(取得価額ﾍﾞｰｽ)の投資を行ってきました｡法定耐用年数である

40 年を超えた管路(老朽管)が全体の 1 割を占めており、今後初期に集中的に整備された管路が徐々に老

朽管となるため、補修修繕等による維持管理を中心としますが、主要管路については布設替等により計画的

に耐震化を推進していきます。 

※  主要配水管：震災時の給水が特に必要な医療機関・避難所等の重要給水施設に供給する配水管であり、基幹管路である 

          導水管・送水管と同様に耐震化の推進が求められています。 
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図３ 管路整備の推移 

主要配水管

1,095,914 

34%

送水管

403,773 

12%

導水管

272,079 

8%

配水管

1,500,330 

46%

合計 3,272,097 千円 
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表４ 管路施設延長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 千曲市水道事業区域図 

 

 

2.2   組織と課題 

平成 29 年度に建設課水道係と下水道課を統合し､検針業務及び料金関連業務の効率化を図ってきま

した｡業務効率化と経費削減の観点から、平成 30 年度より、民間へ業務を委託し運営していますが､安定

した事業執行は下記の事項が大きな課題となっています。 

 

 専門性が高い水道技術及び経営ノウハウの継承 

 災害･事故等の緊急時における対応力 

 今後増加することが予想される老朽管更新事業等の実施、水道事業経営の 

    基盤強化手法の検討に必要な人員の確保 

 

総延長 
管路種別延長 

導水管 送水管 主要配水管 配水管 

94.90km 9.05km 11.68km 26.27km 47.82km 

構成比 9.54% 12.32% 27.71% 50.43% 
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2.3   経営指標分析 

  平成 2８年度～令和２年度決算に基づき､直近 5 年間における経営指標の分析を行いました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 経営の健全性･効率性に関する指標 

 
 

 

 

 

 

98.00

100.00
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116.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 108.32 109.32 114.83 109.41 107.80

平均値 107.95 104.47 103.81 104.35 105.34

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 12.44 16.40 25.66 21.69 24.04

千曲市水道事業の指標値 

 

千曲市水道事業と同規模の類似団体 

(給水人口 5,000～10,000)の平均値 

 

令和２年度全国平均値 

【凡例】 

経常収支比率は、経常収益を

経常費用で除して算出され、事業

の収益性を示しています。 

直近 5 年間も 100％を超えてお

り、経営の健全度は維持されていま

す。 

また、類似団体と比較して相対

的に高い水準で推移しています。 

累積欠損金比率は、当年度未処

理欠損金を営業利益から受託工事

収益を控除した数値で除して算出さ

れます。直近 5 年間も累積欠損金

(※)は発生していません。 

 

※ 累積欠損金 

営業活動によって発生した欠損のうち、繰

越利益余剰金等の補填でも賄いきれず翌年

度に繰越となり累積された金額 

図５ 経常収支比率 

図６ 累積欠損金比率 

(％) 【110.27】 

(％) 【1.15】 
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平均値 483.11 542.30 566.65 551.62 585.59
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140.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 106.51 109.61 117.59 111.03 108.42

平均値 93.28 87.51 84.77 87.11 82.78

企業債残高対給水収益比率は、

企業債残高を給水収益で除して算

出され、企業債残高の相対的な水

準を示しています。 

類似団体と比較して下回ってはい

ますが、全国平均値と比較すると高

い水準で推移しており、更新事業実

施に伴う企業債残高が増え続けてい

ます。健全度を保つためには当比率

を減少させていく必要があります。 

流動比率は、流動資産を流動

負債で除して算出され、短期的な

債務に対する支払い能力を示して

います。100％以上の数値で推移

しており、十分な支払能力を有して

います。 

また、類似団体と比較して相対

的に高い水準で推移しています。 

 

料金回収率は、供給単価を給水

原価で除して算出され、給水に関わ

る費用が、どの程度料金収入で賄え

ているかを示しています。 

直近 5 年間も 100%を上回って

おり、現状では給水に関わる費用は

料金収入で賄えている状態にありま

す。 

図８ 企業債残高対給水収益比率 

図７ 流動比率 

図９ 料金回収率 

(％) 【260.31】 

(％) 【275.67】 

(％) 【100.05】 
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給水原価は、費用合計額から長

期前受金戻入を控除した金額を、

年間総有収水量で除して算出され、

有収水量 1 ㎥あたりについてどれだけ

の費用が掛かっているかを示していま

す。 

この 5 年間は 150 円／㎥前後で

推移しており、類似団体と比較して

低い水準になります。 

施設利用率は、一日平均配水量

を一日配水能力で除して算出され、

施設の利用状況や適正規模を示して

います。 

全国平均値及び類似団体平均値

を下回っており、さらに下降傾向にあり

ます。複雑な地形を有する山間部が

多くそれぞれの水源の水量が乏しいこ

とから施設数が多く非効率で稼働率

が低くなるため、前回経営戦略から引

き続き規模の縮小や施設の統廃合、

広域化・広域連携を視野に入れた検

討が必要となります。 

 

 

図 10 給水原価 

図 11 施設利用率 

(円) 【166.40】 

有収率は、年間有収水量を年

間総配水量で除して算出され、施

設の稼働が収益につながっているか

を示しています。 

100％に近いほど施設の稼働状

況が収益に反映されていると言え、

数値が低い場合は漏水などの原因

が考えられます。この 5 年間は

83％前後を推移し類似団体平均

値を上回っていますが漏水の早期

発見・修繕による有収率の向上に

努め老朽管の布設替等の更新事

業も進めていきます。 

図 12 有収率 

(％) 【60.69】 

(％) 【89.82】 
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(2) 施設の老朽化に関する指標 
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当該値 15.74 16.40 10.38 9.57 11.84

平均値 12.43 13.58 14.13 16.77 17.40

(％) 【50.19】 有形固定資産減価償却率は、

減価償却累計額を償却資産(取

得価額)で除して算出され、施設の

老朽化の度合いを示しています。 

年々増加傾向にありますが全国

平均値や類似団体平均値を下回

っており、概ね計画通りに管路更新

が行われています。 

図 13 有形固定資産減価償却率 

図 14 管路経年化率 

管路経年化率は、法定耐用年

数を経過した管路延長を総管路延

長で除して算出され、管路施設の

老朽化の度合いを示しています。 

平成 29 年度に資産管理の観

点から管路についての全面的な見

直しを行い布設年度不明管等の

解消を行ったため、平成 30 年度以

降の管路経年化率が大幅に下がり

類似団体平均値を下回っています

が、今後、増加傾向になることが見

込まれるため、老朽管の布設替を

進めるとともに管路の耐震化に取り

組んでいきます。 

(％) 【20.63】 
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(３) 経営指標分析の総括 

経営指標分析としては、概ね経営の健全性は維持されており、企業債残高対給水収益比率は全国平

均に比べ高い水準で推移しています。これは建設改良工事に企業債や補助金が主な財源となっていることが

要因で、今後、料金収入が減少していく中で施設の更新を実施していくと企業債残高がさらに増加していくこ

とが見込まれます。債務の増加により財政面はますます厳しい状況になっていくため、経営の健全化を図るため

に企業債残高を減らしていく必要があります。また、施設規模の見直しや水運用の効率化を行っていくうえで、

施設の統廃合やダウンサイジングには山間部の施設が多数存在していることが課題となっています。 
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図 15 管路更新率 

管路更新率は、当該年度に更新

した管路延長を総管路延長で除して

算出され、当該年度の管路施設の更

新の度合いを示しています。 

この 5 年間では、更新率にばらつき

がありますが、概ね計画通りの更新を

行っています。 

平成 29 年度においては、前年度

に施工した布設替工事区間の舗装

復旧を実施したため値がゼロとなって

います。平成 30 年度と令和２年度

は次年度実施の配水管布設替工事

のための実施設計を主に行ったため布

設替工事年度(平成 28 年度、令和

元年度)よりも低い値となっています。

今後も計画的かつ効率的な更新に

取り組んでいきます。 

(％) 【0.69】 
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 第３章 将来の事業予測 

3.1  給水人口および給水戸数(世帯数)の将来予測 

千曲市の人口は少子高齢化の進行などにより減少の一途を辿っており、現在の総人口である 58,365 人

から令和 33 年(2051 年)には 41,619 人になると予測されています。 

本事業の給水人口も平成 29 年から令和 3 年までの 5 年間で約 3.1％減少しました。将来、市全体の

人口減少と同様に給水人口及び給水戸数(世帯数)も徐々に減少していくと予測されます。 

 
 

 

3.2  有収水量の予測 

令和 3 年度の検針結果を基に、令和 5 年度から令和 14 年度までの今後 10 年間の用途別年間有収

水量を予測しました。一般用は､給水人口・給水戸数(世帯数)の減少に連動して減少していくと予測してい

ます。官公庁用・その他(工場・営業・農業・キノコ栽培・果実栽培)などそれ以外の用途における有収水量は､

過去 10 年間の実績より増減率を予測しています。 

 

図 17 給水人口と用途別年間有収水量の推移 
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図 16 給水人口および給水戸数(世帯数）の将来予測 
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3.3  料金収入の予測 

(1) 現行の料金体系 

千曲市水道事業における水道料金は、基本料金(メーター口径別)と従量(超過)料金を採用した料金体

系としています。この体系と水準は市内における公平性の観点から、長野県営水道と同率としています。直近

では平成 26 年度、令和元年度に消費税率引上げに伴い水道料金の改定を行っています。 

 

表５ 千曲市水道事業の水道料金表(２か月分、消費税込) 

 

(2) 基本料金収入の予測 

現行の料金体系【基本料金】の将来的な基本料金収入については、一般用については給水戸数(世帯

数)の減少に伴い基本料金収入も減少すると予測しています。また、それ以外の用途については過去 10 年

間の実績より増減率を予測しています。 

 

図 18 基本料金収入の将来予測 
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一般用 53,026 52,993 52,777 52,506 52,200 51,968 51,662 51,571 51,265 50,903

官公庁用 2,341 2,341 2,341 2,341 2,341 2,341 2,341 2,341 2,341 2,341

その他 9,181 9,164 9,164 9,164 9,164 9,164 9,164 9,164 9,164 9,164

合計 64,548 64,498 64,282 64,011 63,705 63,473 63,167 63,076 62,770 62,408

給水人口 6,606 6,550 6,491 6,431 6,372 6,312 6,253 6,189 6,124 6,059

給水戸数 2,560 2,549 2,536 2,522 2,509 2,495 2,491 2,476 2,459 2,443
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13mm 20立方mまで 2,826円

20mm 40立方mまで 6,626円

25mm 50立方mまで 8,526円 基本水量を超える

30mm 80立方mまで 14,226円 水量1立方m当たり

40mm 120立方mまで 21,826円 190円

50mm 200立方mまで 37,026円

75mm 400立方mまで 75,026円

100mm 600立方mまで 113,026円

125mm 市長が別に定める量  市長が別に定める額 

区分 料金 区分
用途 基本料金 使用料金

一般別荘用 6,610円

その他（寮等大型施設用） 15,088円

水量1立方m当
たり335円

料金

千曲市水道(樺平別荘地を除く） 千曲市水道(樺平別荘地） 

 



千曲市水道事業経営戦略 

第３章 将来の事業予測 

13 

 

(3) 従量(超過)料金収入の予測 

現行の料金体系【従量(超過)料金】での将来の従量(超過)料金収入については、給水人口の減少に伴

い一般用の収入が減少し、それ以外の用途については過去 10 年間の実績より増減率を予測しています。 

 

図 19 従量(超過)料金の将来予測 

 

(4) 水道料金収入の将来予測 

本事業の料金収入は家庭用など用途に使われる一般用が全体の約 77％を占めているため、給水人口・

給水戸数(世帯数)の減少に伴い、基本料金、従量(超過)料金ともに減少していくことが見込まれます。 

千曲市内は大きく長野県営水道エリアと本事業である千曲市水道エリアに分かれています。これまで水道

料金については、住民サービスにおける公平性・平等性などの観点から長野県営水道の料金体系と整合性を

図ることが重要と考え、同額にしてきた経緯があります。 

しかし、現在の料金水準では年々増加する老朽管や施設の修繕・更新、耐震化を実施していくための事

業費が確保できなくなり、安定した経営が成り立たなくなるため、料金の改定が必要になります。 
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 第４章 経営の基本方針 

4.1  経営の基本方針 

.1 安全で安心な水道水を安定して供給するため、以下の項目を経営に関する基本方針として、経営の効率

化や健全化を図り安定した経営に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 経営の基本方針 

 

4.2  経営目標と現在検討している取組み 

今後も事業経営を継続していくために長期的な目標として、地方公営企業としての健全度維持のために

「企業債残高(施設の建設費等の財源に充てるために借り入れた金額)を料金収入の３倍以下にする」(※

現在の本事業は約５倍)、災害等の有事においても滞りなく事業継続を行うための資金を確保するために

「内部留保金(前年度までの利益の積立)を企業債残高の半分以上にする」(※現在の本事業は約５％)の

2 つに取り組んでいきます。 

千曲市内は約９割が長野県営水道の給水区域となっていることから、市内の住民サービスにおける公平

性・平等性の観点から長野県営水道の料金体系と整合性を図り、同額にしてきた経緯がありますが、給水人

口減少に伴う料金収入の減少、施設の老朽化による更新費用の増大など、今後経営が悪化することが見

込まれているため、経営基盤強化が必要となります。 

また、大規模災害での機能確保や水道施設の改善などの課題は、個々の事業体、特に当市のような小

規模な水道事業体だけでは対応することが困難であるため、改正水道法では水道事業の基盤強化を図るこ

とを目的として、広域連携の推進などが盛り込まれました。 

広域的連携による事業基盤の強化としては、現在「長野県企業局、長野市、上田市、坂城町及び千曲

市」の 5 団体で、持続可能な水道事業の経営体制を構築し、基盤強化をするための有効な手段として広域

化・広域連携を見据え、地域の将来的な水道の在り方について検討を進めています。 

運営基盤の強化 

顧客サービスの向上を図る 

 

① 有収率の向上 

② 効果的な施設整備 

③ 維持管理の効率化 

④ 情報管理の高度化 

 

 

 

 

 

安心・快適な 

給水の確保に努める 

 

① 水質管理の適正化 

② 水源の確保、保全 

③ 施設能力の効率化 

④ 安全な浄水の供給 

災害対策等の充実を図る 

 

① 老朽化施設の更新 

② 耐震対策の実施 

③ 災害マニュアル等の充実 

環境・エネルギー対策の 

強化を推進する 

 

① 新技術の導入 

② 建設リサイクルの推進 

 

広域的連携による 

事業基盤の強化 

 

① 広域化・広域連携の検討 
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 第５章 投資・財政計画 

今後も事業を安定的に継続していくためには、収支を均衡させて施設・設備の合理的な投資の見通しを

行う必要があります。前回経営戦略では「経常収支比率 100％以上を維持する」を目標として定め、計画を

策定しましたが、今回はより詳細に試算し、必要な投資額や財源についての適切な水準・構成を示し、将来

的に収支のギャップ(赤字)が生じていないか確認を行い、収支ギャップ(赤字)が生じた場合は「料金水準の大

幅な値上げを生じさせないこと」や「将来世代へ大きな負担をさせるような起債や投資の先送りがないこと」等

に留意した上で解消することに向けた計画としました。 

 

5.1  投資計画 

今後の整備事業計画については、個別施設計画に則り、布設替工事等の更新を中心に令和５年度から

令和 14 年度までの 10 年間で､総額５億 7,000 万円(人件費含む)を計画しました。 

 

図 21 予定整備事業計画 

 

5.1.1 構造物及び設備 

施設の更新については、広域連携の検討を進める中で、方向性が明確になるまでは大規模な改修や更新

は行わず修繕での対応を行います。現在の計画として、中沢川水源および塒日影水源にウォータースクリーン

(除塵装置)の設置､郡頭無水源に紫外線照射装置・遠隔監視装置を設置するなど設備装置の更新を行

い､安全で安心な水道水の安定供給に努めます。 
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表６ 構造物及び設備の更新計画 
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5.1.2 管路施設 

災害時の避難拠点に給水している主要配水管を優先して更新し、耐震化を進めます。令和５年度から、

八幡郡地区、更埴西中の配水管布設替等を順次計画しています｡また、基幹管路および主要配水管以外

の管路では、修繕での対応を基本とし、漏水が多発する管路については本計画と合わせて更新を行います。 

 

 
 

 

5.2  財源計画 

今後の更新計画における建設改良事業費の財源は、過去の実績より､令和 5 年度から令和 14 年度ま

での間に総額で国庫補助金 6,900 万円､企業債 2 億 9,100 万円､他会計補助金 5,500 万円とし､工

事負担金は令和 4 年度の予算額から各年度 66 万円(新規給水負担金)として試算しました。 

 

5.2.1 財源構成 

今後各年にかかる投資およびその財源の構成は、起債比率を直近 5 年間の実績平均である 51%とし､

財源不足補填財源として､損益勘定留保資金(現金支出を必要としない費用の計上により留保される資

金)、利益剰余金などを前提としています｡ 

図 22 各年の予定事業費とその財源の構成 

 

表７ 管路施設の更新計画 
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5.3  収支ギャップ(赤字)の試算 

5.3.1 前提条件 

収支計画における収益的収支(※1)及び資本的収支(※2)の試算は、以下の表に記載した前提条件で行

いました｡ 
※1 収益的収支 ・・・ 料金収入や職員経費など経営に伴う収益と費用 

※2 資本的収支 ・・・ 施設の新設・更新や企業債償還金などの資産に伴う支出とその財源となる収入 

 

 

営業収益 料金収入 現行の料金体系をﾍﾞｰｽに将来の需要予測に基づき試算 

営業外収益 

 

他会計補助金(基準内) 繰出基準に基づく一般会計繰入金 

長期前受金戻入 既存資産および新規資産分 

営業費用 職員給与費 令和４年度の予算に基づき試算 

経費 令和４年度の予算及び将来の業務予測に基づき試算 

減価償却費 既存資産および更新計画による新規資産分 

営業外費用 支払利息 既存借入及び新規借入(利子率 0.88%) 

 
 

資本的収入 企業債 今後 10 年間で総額２億 9,100 万円 

国庫補助金 今後 10 年間で総額 6,900 万円 

工事負担金 令和４年度の予算より毎年新規給水負担金のみ 66 万円 

他会計補助金(基準内) 今後 10 年間で総額 5,500 万円 

資本的支出 建設改良費 今後 10 年間で総額５億 7,000 万円 

企業債元金償還金 今後 10 年間で総額３億 1,500 万円 

新規企業債:５年据置 30 年元利均等償還 

 

5.3.2 収益的収支の見通し 

(1) 料金収入 

料金収入は、水道が使用されたことで得られる水道料金になります。将来的な給水人口の減少に伴い、

料金収入は徐々に減少すると予測されます｡ 

図 23 料金収入の将来予測 
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 (2) 他会計補助金 

他会計補助金は一般会計からの補助金など、事業統合以前の「簡易水道企業債」の利子償還分が該

当します。今後簡易水道企業債は発生しないため、利子償還は徐々に減少します｡ 

図 24 他会計補助金の将来予測 

 

(3) 長期前受金戻入 

施設や管路など、長期的に使用される資産の取得に充てられた国や県からの補助金等の収入を、耐用年

数(水道管の場合は 40 年)の期間に応じて按分して収益化するもので、減価償却に合わせて計上するもの

です。今回の計画期間中は大規模な新設工事等を行わないため、徐々に減少すると見込んでいます。 

 
 

図 25 長期前受金戻入の将来予測 
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※新規建設改良施設 … 図 21 で示した予定整備事業計画に関わる施設や管路 

※既存施設         … 令和３年度までに築造・布設された施設や管路 



千曲市水道事業経営戦略 

第５章 投資・財政計画 

19 

 

(4) 職員給与費および経費 

各施設を運転･管理をするための費用であり､職員給与費のほか、機械用の電気代などの動力費､業務の

一部を民間に委託する業務委託費などが経費にあたります｡職員は前提条件に基づき 3 人のまま運営すると

しているため給与は変動していませんが、経費は給水人口減少に伴う有収水量の減少により、運転費用とな

る経費も僅かに減少するも、大きな変動はなく、ほぼ横ばいに推移すると見込んでいます｡ 

図 26 職員給与費および経費の将来予測 

 

(5) 減価償却費 

施設や管路など、資産の取得に要した費用を、一度に費用化せずに耐用年数の期間に応じて按分して費

用化するものです。 

予定整備事業計画(図 21 P.15 参照)のとおり、老朽管の更新や施設等の改良などを継続して実施す

る必要があるため、減価償却費は徐々に増加していくことが見込まれます。 

図 27 減価償却費の将来予測 
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※新規建設改良施設 … 図21で示した予定整備事業計画に関わる施設や管路

※既存施設 … 令和３年度までに築造・布設された施設や管路
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(6) 支払利息 

企業債を借入れた際に発生する利息の償還額を示しています。これまでの低金利の経済環境の影響で､

今後も減少していくことが見込まれます｡ 

 
図 28 支払利息の将来予測 

(7) 収益的収支の見通し 

(1)～(6)の予測から、今後 10 年間の収益的収支及び経常損益の試算を行いました。 

 
図 29 収益的収支及び経常損益の見通し 

 

今後人口減少に伴い料金収入が減少していく中で、耐用年数を超過した老朽管及び施設の更新事業を

継続して実施する必要があり、現在と同水準の運営管理を維持していくためには、現状の料金水準では将来

の経費を料金収入で賄いきれず、令和 12 年度以降から経常損益がマイナスに転じ、収支ギャップ(赤字)が

発生するとの試算結果となりました。 

料金収入が減少する中で、修繕費を最小限に抑えたり管理に必要な図面や台帳の整備委託を先延ばし

にしたりするなど費用を抑える努力をしてきましたが、営業損失が生じている状態が続いています。今後も経営

努力を継続してまいりますが、現状の料金収入では経営が成り立たなくなる見通しです。 
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5.3.3 資本的収支の見通し 

(1) 資本的収支の予測 

建設改良費を企業債や各補助金等で賄っていますが、収入が不足し支出が多くなります。この不足額の

補填財源として､①損益勘定留保資金､②利益剰余金処分額､③消費税調整額を見込んでいます｡ 

図 30 資本的収支の内訳および不足額の予測 

(2) 経営指標分析の予測 

企業債残高は横ばいで推移すると見込まれることから、企業債残高対給水収益比率は依然高い水準で

推移すると見込まれます。人口減少に伴う料金収入の減少が見込まれる中、財政の健全性の視点から、企

業債残高対給水収益比率を減少させていく必要があります。 

図 31 企業債残高、料金収入および企業債残高対給水収益比率の予測 
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5.4  投資・財政計画 

 前回経営戦略では、収支ギャップ(赤字)を解消するために経常収支比率 100％以上を維持する、という

観点から経営を維持するために「平成 35 年度(令和 5 年度)に水道料金を 5％引き上げる」としましたが、

人口減少に伴う料金収入の減少が当初の予測より緩やかになっていること、平成 29 年度に行った施設資産

の見直しにおいて、より正確な施設および管路の耐用年数を把握したことにより、今回の試算結果の方がより

本事業の現状に見合った結果となりました。そのため、令和 5 年度に予定していた水道料金の改定を見送

り、現状に則した、令和 12 年度以降に生じる収支ギャップ(赤字)を解消するための、料金改定の設定時期

とその比率を改めて計画しました。 

 

5.4.1 収支ギャップ(赤字)の要因と対応策 

 現状の料金体系のまま経営を維持した場合、試算では令和 12 年度に収支ギャップ(赤字)が発生します。

収支ギャップ(赤字)が発生する主な要因は「給水人口の減少に伴う料金収入の減少」、「新規の建設改良

事業に伴う減価償却費の増加」の２つが挙げられます。また､企業債残高に対する給水収益比率は全国平

均よりも高い水準で推移してるため、将来人口減少が予想される経営環境においては企業債発行を抑制し

ていく必要性があります｡ 

安定的な経営を継続していくためは、収支ギャップ(赤字)を解消するだけでなく、財政をより健全にしていく

取組みが必要になります。具体的な対応策としては､下記２点が挙げられます。 
 

1) 料金の改定(値上げ)をして､収益的収入の増加を図る(料金収入の維持) 

2) 新規投資に係る企業債の財源比率を減少させる(企業債発行の抑制) 

 

 給水人口が減少する中で、純利益を増やすためには、水道料金の値上げを行うことが避けられない状況で

す。これまで住民サービスにおける公平性・平等性の観点から県営水道との整合を図り、水道料金を同額に

してきた経緯がありますが、現状のままでは経営が成り立たなくなります。そこで、「水道利用者へ過度な負担

をかけないため、引上げ率は最低限とすること」と「将来世代へ大きな負担をさせるような起債や投資の先送り

がないこと」等に留意し、料金改定および投資財源の見直しの検討を行いました。また、広域化・広域連携の

方向性が明確になるまで施設の統廃合や合理化は行わず修繕での対応を主とし、財源のあり方について見

直し検討を行いました。 
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5.4.2 料金改定および投資財源の見直しの検討 

経営目標に掲げた中長期的な財政の健全性の観点から、収支ギャップ(赤字)を解消しながら企業債を抑

制できる比率の試算と複数の料金改定率の試算を行い、水道利用者への過度な負担をかけずに経営の健

全化を図れる最低限の改定率と企業債を抑制できる財源比率としました。 
 

1) 令和 6 年度から基本料金を 15%､従量(超過)料金を 15%引き上げる｡（財源の確保） 

2) 令和 5 年度以降､投資財源としての企業債の比率を 30%に抑制する（企業債発行の抑制） 

 

 

図 32 見直し後の収益的収支および経常損益 

 

 

図 33 見直し後の企業債残高対給水収益比率 
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図 32、図 33 のとおり見直しを行った結果、以下の財政上の改善が見込まれ、収支ギャップ(赤字)の解消

に加え、経営の健全化が図れるようになります。 

 

1) 本計画期間中の経常損益は､現状の水準を維持出来るようになっています。 

2) 企業債発行の抑制により企業債残高対給水収益比率が現状の水準から改善され､経営目標である

300%に近づき、健全化が図れる。 

3) 利益剰余金が､資本的不足額の財源として十分に内部留保できる。 

 

今回見直し検討した水道料金の引上げ率については、本計画期間中で経常損益を現状の水準で維持さ

せるための下限に近い設定としています。また、料金改定を令和６年度からとし、水道利用者へ過度な負担

とならない引き上げ率としました。 

なお、今回の設定で料金改定を行ったとしても、さらに令和 15 年度以降の経常損益に再度収支ギャップ

(赤字)が発生する可能性があります。そのため、将来にわたって永続的に健全な経営を行っていけるように、5

年程度を目安に計画の見直しが必要となります。 

 

※今回の検討では、料金改定時期を令和６年度からとしましたが、現在の社会・経済情勢を鑑み料金改定

を当面見送ることとします。なお、改定時期については、今後の社会・経済状況を勘案し改めて判断いたしま

す。 
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 第６章 経営指標と進捗管理 

6.1  経営の指標と目標値について 

経常収益で経常費用をどの程度賄えているかを示す経常収支比率については､現状 100%を超えており

安定しています。今後も 100%を超える安定的な事業運営に努めます｡ 

 

表 10 経常収支比率の予測 

 

 

 

 

 

 

事業継続のみでなく、より健全に運営していくための経営指標として、必要な事業投資は行いつつ企業債

の発行を抑制し、企業債残高対給水収益比率の向上を目指します。 

目標値としては、健全な経営維持に必要とされる 300％まで下げるように設定し(4.2 P.14 参照)、これ

を実現するよう努めます。 

 

表 11 企業債残高対給水収益比率の予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2  進捗管理及び継続的な取組について 

本戦略の取り組みを確実に実施していくために、目標の達成状況を評価し PDCA サイクルによる進捗管

理を実施します。また、社会情勢の変化に応じた健全な経営が維持できるよう、5 年を目安に見直しを行い

ます。 
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 投資・財政計画(収支計画) 

(1) 収益的収支 

 



千曲市水道事業経営戦略 

投資・財政計画(収支計画） 

27 

 

 

 

 

 



千曲市水道事業経営戦略 

投資・財政計画(収支計画） 

28 

 

 

 

(2) 資本的収支 
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